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県
外
研
修
の
旅
か
ら

高

　
札
幌
で
二
泊
の
後
、
根
室
本
線
で

狩
勝
峠
を
越
え
て
十
勝
に
入
る
。
十

勝
平
野
は
段
丘
状
で
あ
り
、
日
本
の

代
表
的
畑
作
地
帯
で
あ
る
。
火
山
灰

土
で
豆
類
の
主
産
地
。
こ
こ
の
作
柄

状
況
で
小
豆
な
ど
の
市
価
は
左
右
さ

れ
る
。
大
農
が
多
く
十
五
～
二
十
町

の
農
家
が
ざ
ら
に
あ
る
。
こ
の
十
勝

平
野
の
中
心
地
帯
広
に
下
車
し
、
す

ぐ
隣
町
の
音
更
町
（
お
と
ふ
け
）
に

着
く
。
今
後
一
週
聞
、
こ
の
町
の
農

家
に
分
宿
し
て
農
家
実
習
を
す
る
こ

と
に
な
る
。

農
家
分
宿

　
私
が
入
っ
北
の
は
北
柏
と
い
う
部

落
の
河
内
さ
ん
の
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

舐
落
は
三
士
月
程
。
農
家
は
集
落
し

て
い
な
い
の
で
、
部
落
の
く
ぎ
り
な

ど
区
別
も
な
く
、
道
路
が
境
で
あ

る
。
こ
の
あ
た
り
は
昭
和
の
十
五
～

六
年
頃
、
牧
場
の
払
下
げ
が
あ
り
、

そ
こ
に
入
植
し
た
の
で
あ
っ
た
。
従

っ
て
作
業
は
庭
つ
づ
き
で
あ
り
能
率

的
で
あ
る
。
戦
後
開
拓
入
植
が
な
さ

親
罫
翻
朧
鞠
望
御
≦

農
家
が
集
落
し
過
ぎ
る
あ
ま
り
、
戸

女
の
蒙
狭
い
こ
と
は
、
作
業
能
一

醐
馳
鴛
駿
舗
鴇
晒
薙
一

　
個
女
の
農
家
は
十
五
～
二
十
町
も
…

耕
作
し
て
お
り
、
畑
と
い
う
こ
と
か
㎝

橋

信

雄

ら
経
営
は
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
て
い
る
。

乳
牛
は
徐
女
に
導
入
さ
れ
つ
つ
あ
っ

た
。
河
内
さ
ん
の
と
こ
ろ
は
栽
地
が

十
五
町
、
山
林
三
町
、
馬
四
頭
、
難

二
百
羽
で
家
族
は
老
夫
婦
と
二
十
代

の
息
子
と
娘
の
四
人
。
ど
う
し
て
こ

れ
を
切
り
ま
わ
す
の
か
と
お
も
え

る
。
雇
用
労
力
は
年
間
百
人
程
度
．

必
、
要
に
応
じ
て
雇
っ
て
い
る
。
し
か

し
こ
こ
で
も
労
力
不
足
で
な
か
な
か

雇
え
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
以
前

は
、
こ
の
あ
た
り
の
農
家
は
ほ
と
ん

ど
東
北
地
方
か
ら
作
男
を
、
雇
っ
て
い

ロ
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

酬
皿
槌
の
音
皿

馳
　
　
’
瞠
督
■
ロ
暉
臨
■
巳
■
1
8
ロ
冨
厘
8
■
墨
■
・
■
8
匿
■
冒
富
翼
5
■
■
一
岬

た
の
だ
が
、
今
は
来
て
く
れ
る
人
が

な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
作
業
は
も
っ
ぱ
ら
馬
に
頼
っ
て
い

る
。
耕
起
は
も
ち
ろ
ん
、
施
肥
、
播

種
、
中
耕
、
防
除
す
べ
て
馬
で
や
っ

一
て
い
る
。
大
農
の
多
い
十
勝
に
、
ト

ロ

一ラク
タ
ー
が
ま
だ
多
く
入
っ
て
い
な

い
の
は
わ
れ
わ
れ
の
予
想
外
で
あ
っ

た
。
二
十
町
く
ら
い
ま
で
は
馬
で
や

れ
る
と
の
こ
と
で
、
ト
ラ
ク
タ
葛
を

入
れ
る
と
五
十
町
く
ら
い
や
ら
な
い

『
と
採
算
が
と
れ
な
い
と
の
こ
と
だ
っ

藩
し
ろ
一
董
一
百
万
円
以

一
上
は
す
る
の
だ
か
ら
。
わ
れ
わ
れ
の

一
と
こ
ろ
の
耕
私
機
な
ど
、
馬
の
二
頭

引
き
に
は
及
び
も
つ
か
な
い
。
畑
と

い
う
こ
と
が
大
区
画
を
可
能
に
し
、

百
五
十
間
も
あ
る
畦
な
の
だ
か
ら
能

率
的
だ
。
ト
ラ
ク
タ
ー
も
年
女
導
入

さ
れ
て
お
り
、
共
同
で
導
入
す
る
よ

う
な
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
動
力
の
過

剰
投
資
の
内
地
農
業
が
反
省
さ
れ
る

　作物は、

小
豆
、
大
豆
、
馬
鈴
薯

菜
豆
（
い
ん
げ
ん
な
ど
）
小
麦
、
え

ん
ぱ
く
、
ビ
ー
ト
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
、
牧
草
な
ど
で
あ
る
。
大
豆
、
小

豆
は
一
ば
ん
労
力
を
必
要
と
せ
す

不
作
さ
え
な
け
れ
ぱ
、
と
の
こ
と
だ

っ
た
。
し
か
し
畑
作
は
連
作
不
可
能

で
あ
り
、
種
六
の
も
の
を
作
付
し
て

あ
る
．
牧
草
な
ど
は
飼
料
は
も
ち
ろ

ん
だ
が
土
地
を
肥
や
す
た
め
に
も
目

的
が
あ
る
。
ま
た
馬
鈴
署
な
ど
千
俵

以
上
も
穫
れ
る
の
だ
か
ら
、
収
穫
が

大
変
で
あ
る
。
こ
れ
は
近
く
に
日
本

一
の
澱
粉
工
場
（
一
日
に
一
万
俵
も

つ
ぶ
す
と
の
こ
と
）
が
あ
る
の
で
大

型
ト
ラ
ッ
ク
に
バ
ラ
の
ま
＼
積
ん
で

出
荷
し
て
い
る
。
　
（
つ
づ
く
）

　
　
　
マ
ン
ボ

　
現
代
女
性
と
自
負
さ
れ
る
御
人

に
、
食
事
時
満
足
に
翁
座
わ
り
出
来

な
い
も
の
が
、
相
当
あ
る
よ
う
な
気

が
す
る
。
こ
の
辺
り
で
洋
風
生
活
を

一
す
る
も
の
も
な
い
の
に
。

篇
ん
ξ
も
女
性
の
足
が
、
曲

笏
勲
嵐
親
舳
甥
駅
磁
榔

｝郡
観
初
驕
飴
唾
縫
励
欝

一費
て
套
時
に
は
、
お
膳
に
藩

一
さ
せ
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
近
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

　
ど
こ
の
家
で
も
行
儀
が
崩
れ
た
よ
う

　
だ
が
、
矢
張
家
の
し
つ
け
が
悪
い
ん

　
だ
な
あ
ー
と
結
論
づ
け
よ
う
と
し
た

　
ら
、
側
で
、
家
内
日
く
、
そ
れ
も
あ

　
る
が
マ
ン
ボ
で
す
よ
。
あ
ん
ま
り
細

　
い
も
の
を
は
い
て
い
る
の
で
、
ま
と

　
も
に
座
わ
る
と
裂
け
て
し
ま
う
。
し

　
か
も
太
股
の
あ
た
り
が
、
一
番
裂
け

　
易
い
の
で
横
座
わ
り
に
な
る
の
で
す

　
よ
。
と
女
性
の
理
解
ひ
と
く
さ
り
。

　
　
ム
レ
コ
レ
こ
　
こ
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ボ
ン
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農家のヨメキキン

　
「
愛
ち
ゃ
ん
は
太
郎
の

嫁
に
な
る
」
と
い
う
歌
が

あ
る
。
と
こ
ろ
が
太
郎
で

な
く
て
、
次
郎
の
嫁
に
な

る
と
い
う
の
が
現
実
で
あ

る
。
農
家
の
長
男
へ
は
お

嫁
に
い
か
な
い
と
い
う
の

で
あ
る
。
ま
さ
に
農
家
の

　
嫁
キ
キ
ン
だ
．
最
近
農
村
の
深
刻

　
の
間
題
と
な
っ
て
き
た
。

　
　
農
家
の
娘
さ
ん
た
ち
に
「
な
ぜ

　
あ
な
た
は
農
家
へ
お
嫁
に
行
き
た

　
く
な
い
の
か
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー

　
ト
調
査
に
よ
る
と
、
ど
こ
で
も
共

陽
U
質
〇
一
－
一
一
■
一
一
一
－
曜
幽
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一
葡
噌
聞
一
一
一
一
巳
置
顧
一
曙
一
1
■
』
■
■
■
9
8
昌
一
曜
■
9
鵬
一
■
一
■
噌
●
一
周

通
に
出
て
く
る
答
え
は
次
の
三
つ

だ
と
い
う
。

一
、
農
業
労
働
が
苦
し
い
し
、
暇

　
が
な
い
．

二
、
家
の
中
の
人
間
関
係
が
明
る

　
く
な
い
．

三
、
収
入
が
少
な
い
。

と
い
う
こ
と
で
あ
る
、
「
労
働
の

苦
し
い
ぐ
ら
い
は
が
ま
ん
す
る
．

農
家
で
も
生
き
が
い
が
あ
る
な
ら

喜
ん
で
お
嫁
に
行
く
の
だ
が
」
と

い
う
の
が
こ
の
ご
ろ
の
娘
さ
ん
の

気
持
の
よ
う
で
あ
る
．
農
業
が
き

ら
い
な
わ
け
で
な
く
、
い
ま
ま
で

の
風
習
と
か
古
い
考
え
方
を
き
ら

っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
こ
の
農
家
の
風
習
な
り
考
え
方

結
局
、
第
二
番
目
の
家
の
中
な
り

隣
り
近
所
、
い
わ
ゆ
る
農
家
、
農

村
の
人
間
関
係
、
封
建
的
な
カ
ベ

が
一
番
き
ら
わ
れ
、
ま
た
簡
単
に

解
決
し
に
く
い
問
題
で
あ
る
。
娘

は
農
家
の
家
庭
生
活
の
中
に
あ
っ

て
、
母
親
、
又
嫁
な
り
の
精
神
的

に
た
い
へ
ん
な
と
こ
ろ
ぱ
か
り
目

に
つ
く
。

　
こ
の
農
家
の
人
聞
関
係
、
封
建

的
な
カ
ベ
は
農
家
の
主
人
な
り
主

婦
が
こ
の
カ
ベ
を
破
る
べ
き
努
力

が
払
わ
れ
る
ぺ
き
で
、
娘
も
叉
そ

う
し
た
農
家
を
キ
ラ
ウ
だ
け
で
な

く
、
ど
う
し
た
ら
こ
の
カ
ベ
を
破

れ
る
か
、
ど
ん
な
ふ
う
に
農
村
は

変
っ
た
方
が
よ
い
か
、
そ
の
理
想

を
実
現
す
る
べ
き
努
力
も
ほ
し
い

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
だ
れ
か
が
や
る
だ
ろ
う
と
云
う

消
極
的
さ
、
正
直
で
、
誠
実
で
、

別
な
角
度
か
ら
み
れ
ぱ
、
自
分
た

ち
が
批
判
し
て
い
る
封
建
性
を
持

続
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
も
な
る
、

も
っ
と
型
破
り
の
嫁
な
り
、
嫁
と

な
る
娘
な
り
が
で
て
き
て
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
。

　
兎
に
角
、
農
家
を
構
成
し
て
い

る
あ
ら
ゆ
る
人
が
こ
の
カ
ベ
に
対

し
て
の
努
力
が
な
さ
れ
な
い
と
、

嫁
の
間
題
は
解
決
さ
れ
そ
う
も
な

い
。
し
た
が
っ
て
農
家
の
長
男
も

泣
き
き
れ
な
い
。
（
樋
口
虎
治
郎
）
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な
か
さ
と
文
芸

三
月
投
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
名
草

長
き
冬
機
織
り
生
き
ん
嫁
ご
達

雪
晴
れ
て
リ
ズ
ム
も
か
ろ
し
箴
の
音

ハ
タ
切
り
て
婦
人
学
級
へ
は
す
む
足

シ
ャ
ッ
ト
ル
も
派
手
に
聞
ゆ
る
山
村

や
　
　
　
　
　
　
藤
田
キ
ク
ノ

明
け
方
の
雪
に
ネ
オ
ン
の
遠
光
り

雪
晴
れ
に
村
中
和
む
運
動
会

世
話
終
い
て
農
機
仲
間
の
酒
の
宴

と
こ
ろ
が
こ
っ
ち
も
、
馬
鹿
こ
け
夏

な
か
ス
カ
ー
ト
を
は
い
て
い
た
っ
て

大
低
の
奴
ら
が
、
横
座
わ
り
じ
ゃ
な

い
か
、
と
一
喝
、
亭
主
の
威
厳
を
示

し
た
訳
だ
が
…
…
…

　
さ
て
、
私
ら
の
年
に
な
る
と
伜
や

親
賊
の
嫁
捜
し
に
一
生
懸
命
で
、
若

い
女
性
を
見
さ
え
す
れ
ぱ
、
心
密
か

に
品
定
め
を
す
る
も
の
で
あ
る
．
そ

こ
で
若
い
女
性
諸
君
よ
、
早
く
嫁
に

行
き
た
か
っ
た
ら
、
ゆ
め
、
ゆ
め
他

人
の
前
で
、
初
め
か
ら
横
座
わ
り
を

し
な
い
よ
う
に
、
そ
し
て
マ
ン
ボ
ズ

ボ
ン
は
一
つ
考
え
も
の
で
す
ね
．

　
　
　
　
　
（
が
ん
こ
お
や
じ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
、
流

雪
持
ち
し
紅
梅
の
あ
り
二
三
輪

春
愁
や
初
潮
の
女
美
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桂
仙

古
里
の
早
春

蕗
の
苔
黄
に
遥
し
く
雪
崩
跡

南
風
吹
け
ば
女
神
は
雪
野
渡
り
け
り

ア
カ
ギ
レ
の
手
と
知
ら
す
に
握
手
賢

す
ぎ
て

山
壁
の
木
魂
小
鳥
と
春
を
呼
ぶ

羊
腸
と
ス
キ
ー
の
趾
は
山
に
延
び

幾
代
の
肖
像
寒
し
大
広
間

流
暢
な
汽
笛
響
き
て
氷
柱
落
つ

夕
映
え
の
消
え
む
山
裾
帰
り
薦

マ
ス
ク
外
す
し
笑
し
友
の
前
歯
な
く

署
丈
余
宿
命
と
す
る
人
の
顔
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回
部
行
公
先
生
免
1

「
　
村
　
　
　
数

月
価
発
里
男
女
計
帯

毎
定
　
中
　
　
　
　
世

　
　
　
　
　
　
現
在
人
口

昭
和
三
十

八
年
度

予
算
成
立
す

般
会
計
総
額

特
別
A
冨
計
総
計

　
昭
和
三
十
八
年
度
予
算
は
、
一
般

会
計
、
特
別
会
計
と
も
に
九
千
万
円

【
写
真
は
慎
重
な
予
算
審
議
】

る

九
六
、
二
四
三
千
円

三
二
、
六
二
八
千
円

台
、
三
千
万
円
台
の
大
台
を
突
破
し

て
、
未
曽
有
の
当
初
予
算
規
模
と
な

り
、
去
る
三
月
十
二
日
よ
り
開
か
れ

た
第
一
回
定
例
村
議
会
に
お
い
て
、

慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
通
り
決
定

さ
れ
た
。
予
算
説
明
の
概
要
は
次
の

と
お
り
。

　
全
般
的
に
は
健
全
財
政
を
確
豆
す

る
建
前
か
ら
、
事
実
上
、
前
年
度
か

ら
支
払
繰
延
べ
さ
れ
る
事
業
を
優
先

的
に
予
算
化
し
、
財
政
構
造
の
立
直

り
を
主
眼
と
し
た
こ
と
か
ら
、
新
規

建
設
的
事
業
は
、
ほ
ヤ
前
年
度
当
初

同
様
の
見
積
り
と
な
り
横
ぱ
い
の
状

況
を
呈
す
る
に
至
っ
た
。

　
才
入
面
で
ぱ
、
民
税
の
減
税
借
置

の
反
面
、
大
規
模
償
却
資
産
の
比
重

の
多
い
固
定
資
産
税
を
一
七
％
程
度

増
税
し
て
、
収
支
の
均
衡
を
保
持
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
地
方
交
付
税

に
つ
い
て
は
、
職
員
給
与
の
増
加
が

織
り
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
相
応
の

増
加
を
見
込
み
、
そ
の
他
、
補
助
事

業
の
導
入
に
伴
う
補
助
金
、
分
担

金
、
起
債
等
を
現
行
制
度
に
よ
り
見

込
ん
で
い
る
。

　
才
出
面
で
は
、
建
設
的
事
業
費
に

全
体
の
三
六
％
を
投
入
し
、
緊
急
事

業
及
び
補
助
事
業
を
厳
選
し
予
算
化

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
前
述
の
通

り
村
単
独
亭
業
は
県
営
事
業
負
担
金

を
除
き
ほ
と
ん
ど
追
加
の
見
通
し
は

た
た
な
い
現
状
で
あ
る
．
一
方
、
人

件
費
及
び
物
件
費
の
増
嵩
は
全
国
的

な
趨
勢
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
結
果
的

に
未
曽
有
の
才
出
規
模
を
示
す
に
至

っ
た
。
な
お
一
般
会
計
当
初
予
算
に

組
入
れ
ら
れ
た
建
設
的
串
業
の
概
要

及
び
特
別
会
計
予
算
は
次
の
通
り
。

▽
普
通
建
設
補
助
事
業

　
　
林
道
整
備
事
業

　
　
消
防
施
設
設
置
事
業

　
　
通
学
バ
ス
更
新
事
業

　
　
そ
の
他

▽
普
通
建
設
単
独
事
業

　
　
村
道
改
良
事
業

（
単
位
千
円
）

、、「b、

倉
俣
中
寄
宿
舎
設
置
事
業

　
　
田
沢
中
屋
体
附
属
工
事

　
　
県
営
事
業
負
担
金

　
　
そ
の
他

▽
災
害
復
旧
事
業

八
八
五

一
一
〇
〇

一
一
七
〇

一
一
九
〇

（
単
位
千
円
）

一
、
五
四
三

一
一
、

四
、一、

一
一
、

公
共
土
木
災
害
復
旧
事
業

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
林
道
災
害
復
旧
事
業

　
　
そ
の
他

　
　
合
計

▽
特
別
会
計
予
算

〇
四
七

一
一
七
〇

八
八
○

〇
一
一

（
単
位
千
円
）

　
　
　
一
五
五

　
　
　
、
七
八
二

　
　
一
、
一
〇
一

　
　
　
　
三
六
五

三
四
、
七
九
九

　
（
単
位
百
円
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
　
事
業
勘
定
　
二
〇
、

　
　
　
施
設
勘
定
　
　
四
、

簡
易
水
道
特
別
会
計

農
業
共
済
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、

育
英
事
業
特
別
会
計

八八八
五一二
六一九
、　　、　　、

四七三

六五
二〇
一八
、　　、

七四

昭和38年度中里村一般会計歳入歳出予算綿括表

1款比
　　出

本年度予算額

　　　　　歳

款款比

　　入

本年度予算額

歳

款

　　1．94

22．08
　2．64

　4．81

23．23
　　1．90

　0．97

3L58
　　1．20

　0．14

　0．60

　4．90

　2．97

　　1．04

100．00

　1，867，200
21，247，900

　2，536，300
　4，627，500
22，361，800

　1，827，200
　　932，500
30，392，000
　1，157，700
　　　138，000

　　　582，300

　4，7！1，800

　2，860，800
　1，000，000

96，243，000

費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
計

　
　
　
　
　
　
設

　
　
　
　
　
　
施
生
済
査
　
i
　
合

　
　
　
　
　
　
仇
　
　
　
　
　
廿

会
場
防
木
育
労
衛
経
産
調
挙
債
　
備

　
　
　
　
　
　
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
　
　
出

　
　
　
　
　
　
及
健
業
　
計

　
　
　
　
　
　
会

議
役
消
土
教
社
保
産
財
統
選
公
諸
予
歳

33．18
31．17

C．03
3．64
0．75
2．97
11．79
】．10

0．02
0、20
6．74
8．41

100．00

31。935，100
：30，000，000

　　　　3，000

3，509，000

　　　723，000

　2，866，600
11，350，900

　1，064，000
　　　　　1，000

　　　200，000

　6，490，400
　8，100，000

96，243，000

税
税
入
金
料
金
金
金
金
金
入
債

収
担
数

付
腱
負
手
出
出

交
び
び
び
支

　
及
及
及

方
蘇
金
料
庫
支

営
担
用

附
人
越
収

村
地
公
分
使
国
県
寄
繰
繰
雑
村

計ム
ロ入歳
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貝
野
小
、
中
学
校
組
合
立

　
中
部
大
同
合
併
を
前
提
条
件
と
し

て
発
足
し
た
水
沢
村
中
里
村
学
校
組

合
豆
貝
野
小
中
学
校
は
、
咋
年
水
沢

村
の
十
日
町
術
へ
の
合
併
消
滅
し
た

こ
と
に
よ
り
、
事
実
上
解
消
し
た
の

で
、
中
里
村
で
も
新
年
度
よ
り
組
合

立
機
関
一
切
を
廃
止
す
る
こ
と
に
決

定
し
た
．
こ
れ
に
よ
り
、
中
里
村
教

育
委
員
会
と
し
て
は
、
か
ね
て
よ
り

の
十
日
町
市
敬
育
委
員
会
か
ら
の
申

入
れ
に
応
す
る
こ
と
に
な
り
、
新
年

度
よ
り
貝
野
小
中
学
椅
組
合
を
．
廃
止

す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
間
題
の
安

養
寺
部
落
民
へ
の
主
旨
徹
底
を
は
か

る
た
め
、
十
目
町
市
教
委
本
田
、
松

井
、
柳
委
員
と
中
塁
村
教
委
藤
田
、

解
消
さ
る

村
山
委
員
の
各
代
表
が
同
部
落
へ
出
皿

張
し
懇
談
の
結
果
次
の
事
項
を
了
解

の
上
、
円
満
解
決
を
み
る
に
．
至
っ
た
。

▽
了
解
事
項

一
、
学
校
組
合
立
水
沢
村
中
里
村
貝

　
野
小
中
学
校
は
昭
和
三
十
八
年
三

　
月
三
十
一
円
限
り
廃
止
す
る
。

二
、
現
在
安
養
寺
部
落
よ
り
貝
野
小

　
中
学
校
へ
通
学
し
て
い
る
児
童
生

　
徒
は
、
そ
の
ま
ま
委
託
受
託
の
か

た
ち
で
貝
野
小
中
学
校
へ
受
け
入

れ
る
と
同
時
に
、
今
後
の
同
部
落

よ
り
の
新
入
学
に
つ
い
て
は
，
同

部
落
民
の
自
由
意
志
に
よ
り
十
日

町
市
立
水
沢
小
中
学
校
又
は
、
中

里
村
立
貝
野
小
中
学
校
い
す
れ
を

▲
且
昌
■
■
▼
9
1
●
良
1
↓
1

固定資産税の税率引上げについて

　
皆
さ
ん
村
税
の
納
付
に

つ
い
て
は
日
頃
期
隈
内
納

付
に
格
段
の
御
協
力
を
い

た
だ
き
感
謝
致
し
て
お
り

ま
す
。
御
承
知
の
通
り
完

全
な
る
村
政
の
運
営
は
、

村
民
各
位
の
完
全
な
る
税

金
の
納
付
に
依
ら
ね
ぱ
出

来
得
な
い
こ
と
は
田
す
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
極

く
一
部
の
方
を
除
く
ほ
か

殆
ど
の
方
女
が
、
お
除
穣

を
も
ち
ま
し
て
、
納
税
組

合
を
通
じ
約
九
十
九
％
の
納
付
を
い

た
だ
き
感
謝
串
上
げ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
期
限
内
納
付
に
特
段
の

御
協
力
を
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昭
和
三
十
八
年
度
は
幾
多

の
投
資
的
経
費
充
当
の
た
め
固
定
資

産
税
の
税
率
を
、
百
分
の
一
・
八

（
旧
百
分
の
一
・
六
）
に
引
き
上
げ

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
各
家
庭
に
お
か
れ
て
も
請

経
費
増
謝
の
折
柄
と
は
存
じ
ま
す
が

事
情
御
賢
察
下
さ
い
ま
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
納
期
内
納
付
に
一
層
の
御
協

力
を
碍
た
く
何
分
と
も
宜
し
く
お
願

い
申
上
げ
ま
す
。
　
（
税
物
課
）

選
択
す
る
の
も
自
由
で
あ
る
こ

と
．ム
○
監
▼
O
▲
嬰
》
↓

中里村職員募集のお知らせ
　
中
里
村
役
場
で
は
次
に

ょ
り
職
員
採
用
試
験
を
行

な
い
ま
す
。
詳
細
は
役
場

行
政
課
へ
お
聞
合
せ
下
さ

い
。
　
　
　
記

一
、
採
用
す
べ
き
職
員
の

職
、
人
員

　
一
般
行
政
事
務
職
員
、

若
干
名

二
、
受
験
資
格

1
高
絞
卒
以
上
の
学
力
を

有
す
る
も
の

2
満
二
十
才
未
満
の
者

3性
別
不
間

4
中
里
村
に
居
住
し
て
い
る
者

三
、
試
験
の
方
法
、
区
分

－
第
一
次
試
験
（
筆
記
）

　
三
月
二
十
八
日
午
前
九
時
よ
り

於
・
中
里
村
役
場

2
第
二
次
試
験
（
．
向
接
）

　
三
月
三
十
日
午
前
十
時
よ
り

於
・
中
里
村
役
場

四
、
串
込
期
間

　
三
月
二
†
日
≧
三
月
二
十
五
出
ま

　
で　
§
●
㌔
』
蓄

　
　
農
地
相
談

一
お
知
ら
せ

　
昨
年
十
一
月
か
ら
本
紙
で
「
農
地

法
の
は
な
し
」
を
連
載
で
お
知
ら
せ

一
し
て
来
ま
し
た
が
、
農
地
関
係
に
つ

一
き
ま
し
て
は
売
買
、
贈
与
、
相
続
、

ロ

一
競
売
、
公
売
、
錘
界
紛
争
、
地
上
物

件
の
紛
争
、
小
作
地
関
係
等
あ
ら
ゆ

る
聞
題
に
つ
き
ま
し
て
御
相
談
す
る

　
「
農
地
相
談
」
を
、
県
農
地
開
．
拓
課

の
係
官
が
来
村
の
上
。
左
記
日
時
に

一
中
里
村
役
場
で
開
か
れ
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
い
で
に

｝
な
り
御
相
談
を
御
刹
用
下
さ
る
よ
う

一
翁
知
ら
せ
し
ま
す
．

一
　
　
巳

　
　
　
　
　
篇
ロ

　
一
、
期
日
照
三
月
二
十
七
日
午
後
一

　
時
よ
り
午
後
四
時
迄

　
一
、
相
談
下
さ
る
人
駈
県
農
地
開
拓

　
課
、
農
地
統
制
係
、
長
、
小
作
主
事

　
真
柄
係
．
長
、
外
三
名
。

あ
な
た
は
選
挙
人
名
薄
に

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

◎
県
会
議
．
員
選
挙
の
執
行
は
来
る
四
・

　
月
十
七
日
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

◎
投
票
は
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ

　
な
い
と
出
来
ま
せ
ん

◎
咋
年
十
二
月
二
十
日
確
定
し
た
基

　
本
選
挙
八
名
簿
に
登
載
さ
れ
な
か

　
っ
た
者
で
、
次
の
事
項
に
該
当
す

る
者
は
補
充
発
録
申
請
を
し
な
い

　と

投
票
出
来
ま
せ
ん

1
基
本
名
簿
に
脱
漏
し
た
者

2
昨
年
六
月
十
六
臼
以
降
転
入
し
、

　
続
い
て
三
ヵ
月
以
上
中
里
村
に
住

居
を
有
す
る
者

3
昨
年
十
二
月
二
十
一
日
以
降
、
新
た

　
に
満
二
十
才
に
達
し
た
者

◎
補
充
登
録
印
請
の
現
在
期
日
や
甲

　
請
期
間
等
は
ま
だ
定
ま
っ
て
お
り

　
ま
せ
ん
が
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ

　
る
者
は
今
後
の
P
R
に
充
分
、
注
意

　
し
て
下
さ
い
。

農地法のはなし四
⑬
自
分
の
家
で
使
う

　
薪
炭
の
原
料
や
下

　
草
を
と
る
た
め
、

　
そ
れ
ま
で
．
地
主
の

　
山
を
利
用
し
て
い

　
た
の
で
す
が
．
小

作
地
を
返
さ
な
い

　
な
ら
山
に
入
ら
せ

　
な
い
と
い
，
っ
て

　
い
る
の
で
す
が
、

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
保
護
さ

　
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か

　
農
家
は
自
分
の
家
で
使
う
燃
料
、

飼
料
な
ど
に
す
る
た
め
に
、
山
の
木

や
枝
や
落
葉
、
あ
る
い
は
草
を
賃
料

払
4
て
、
と
る
こ
と
を
約
束
し
て
い

た
も
の
に
つ
い
て
は
、
小
作
地
の
場

合
と
同
じ
よ
う
に
、
知
事
の
許
可
が

な
け
れ
ぱ
、
そ
の
所
有
者
が
勝
手
に

や
め
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
い
ま
ま
で
そ
の
よ
う

に
利
用
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、
新

し
く
剰
用
さ
せ
て
も
ら
う
方
法
も
あ

り
ま
す
か
ら
、
農
業
委
員
会
に
⑯
た

す
ね
下
さ
い
．

⑭
農
地
を
つ
ぶ
し
て
住
宅
や

　
工
場
な
ど
の
敷
地
に
す
る

場
合
は
、
つ
ぶ
す
人
と
農

地
の
所
有
者
が
、

よ
う
な
農
地
）
、
第
三
種
農
地
（
土

許
可
を
受
け
な
け
れ
選
ス
・
上
毒
下
水
墾
る
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
知
事
の
、
地
区
圃
整
理
を
行
っ
た
地
区
や
、
ガ

ら
な
い
と
き
い
て
い
ま
す
一
の
中
に
あ
る
農
地
、
駅
や
市
町
村
役

　
が
、
小
作
人
は
一
体
ど
う

　
な
る
の
で
す
か

　
お
っ
し
ゃ
る
と
翁
り
、
農
地
を
潰

す
に
は
、
知
渠
の
許
可
を
受
け
な
け

れ
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
が
小
作

地
で
あ
る
場
合
、
こ
れ
を
、
販
上
げ
る

に
は
、
さ
き
に
⑦
で
の
べ
た
と
お

り
、
別
に
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け

れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
離
作
料
を
ど
う

す
る
か
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
小
作

人
が
潰
す
人
と
直
接
話
し
合
う
こ
と

が
よ
い
と
思
い
ま
す
．

⑮
農
地
を
つ
ぶ
し
て
住
宅
や

　
工
場
敷
地
を
す
る
場
合
、

　
　
一
定
の
基
準
に
も
と
ず
い

　
て
、
許
可
さ
れ
る
と
き
い

　
て
い
ま
す
が
、
そ
の
基
準

　
を
教
え
て
下
さ
い

　
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
農
地
を
漬

す
に
は
、
農
林
省
の
定
め
た
基
準
に

よ
っ
て
、
知
事
が
許
可
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
基
準
と
し

て
は
、
農
地
を
、
第
一
種
農
地
（
農

業
生
産
力
の
高
い
農
地
、
土
地
改
良

な
ど
を
行
な
っ
た
農
地
、
集
団
的
に

あ
る
農
地
）
、
第
二
種
農
地
（
道
路

に
は
さ
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
農
地
、

駅
や
市
町
村
役
場
な
ど
の
公
共
施
設

が
近
く
に
あ
る
展
地
、
産
業
用
の
い

ろ
い
ろ
な
施
設
が
と
と
の
っ
て
い
た

り
、
工
業
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ

て
、
ほ
と
ん
ど
市
街
地
化
し
て
い
る

場
な
ど
の
公
共
施
設
が
、
す
ぐ
そ
ぱ

に
あ
る
農
地
、
市
街
地
の
中
心
に
あ

る
農
地
な
ど
）
の
三
つ
に
区
分
し
、

農
地
の
転
用
は
、
ま
す
、
第
三
種
農

地
を
先
き
に
し
、
そ
れ
が
鮒
難
な
場

合
は
第
二
種
農
地
を
対
象
と
し
て
お

り
、
第
『
種
農
は
原
則
と
し
て
許
可

し
な
い
方
針
に
な
っ
て
い
ま
す
．

）
？

人
生
往
来

◎
産
声

子
の
な
ま
え
　
　
父
の
名
　
部
　
落

大
島
　
毅
　
清
正
　
牧
畑

根
津
京
子
　
　
博
　
芋
川

中
島
　
節
子
　
　
澄
夫
　
　
堀
之
内

南
雲
文
英
　
文
治
　
　
〃

樋
口
　
朋
子
　
　
忠
和
　
　
山
崎

村
山
利
明
幸
治
田
沢

服
部
　
松
秀
　
　
松
男
　
　
如
来
寺

富
井
久
子
　
　
実
　
　
ク

山
本
裕
子
　
政
治
　
　
桂

樋
口
敏
夫
　
　
正
　
午
溝

　
　
　
　
　
（
三
八
・
二
月
中
）

◎
御
冥
福
を
祈
る

志
田
　
久
七
（
八
七
）

滝
沢
治
太
郎
（
六
一
）

村南山南
山雲田雲

禎
蔵
（
五
〇
）

ヨ
シ
（
七
九
）

友
義
（
四
九
）

カ
ネ
（
六
二
）

新本宮堀田牧
屋屋　 之
敷敷中内代畑

昭和58年5月15日東さカ・な第82号（緊墾騒舞憂易認昌）
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座

談
会

農
家
生
活
を

ど
う
み
　
　
　
　
き

る
カ

農
業
だ
け
で
は
所
得
が
少
な
く
て
…
と
、
農
家
の
兼
業
化
が
さ
か
ん

で
す
．
し
か
し
、
「
母
ち
ゃ
ん
展
業
」
「
嫁
の
き
て
の
な
い
展
家
」

な
ど
と
、
い
ろ
い
ろ
の
間
題
も
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
農
家
生

活
の
現
状
、
と
く
に
主
婦
の
生
活
に
み
ら
れ
る
間
題
を
中
心
に
、
青

年
会
、
婦
人
会
、
役
場
、
農
協
な
ど
の
方
六
か
ら
、
話
し
あ
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
司
会
　
兼
業
化
の
問
題
か
ら
ど
う

ぞ
…
…
。

　
A
農
業
白
桝
で
三
十
六
、
七
年

度
の
全
国
農
家
の
生
活
水
継
を
み
る

と
、
　
一
診
前
後
の
中
農
が
よ
く
な

い
．
五
反
百
姓
な
ど
と
い
わ
れ
た
農

家
が
比
較
的
よ
い
。
農
地
を
手
放
す

の
も
前
者
に
多
い
。
兼
業
農
家
は
七

十
三
％
．
こ
の
う
ち
二
種
が
四
十
三

％
も
あ
り
、
し
か
も
年
女
増
え
て
い

る
。
と
に
か
く
農
業
だ
け
で
は
生
活

し
て
行
け
な
い
農
家
が
多
く
な
っ
て

き
た
。

　
B
農
産
物
の
販
売
高
も
か
な
り

伸
び
て
い
る
が
、
展
機
具
、
肥
料
、

燈
薬
代
に
お
わ
れ
、
貯
金
よ
り
借
金

が
多
い
．

　
司
会
　
若
い
人
は
ど
う
考
え
て
い

ま
す
か
．

　
C
　
青
年
団
活
動
な
ど
に
あ
ら
わ

れ
て
い
る
傾
向
で
は
、
現
実
の
そ
う

い
う
姿
を
考
え
な
い
で
は
な
い
と
思

う
が
、
結
局
そ
れ
は
個
汝
の
環
境
や

条
件
が
ち
が
う
の
で
…
…
．

　
司
会
農
業
は
お
や
じ
に
ま
か
せ

て
、
と
い
う
わ
け
で
す
か
．

　
C
　
後
継
ぎ
青
年
た
ち
の
希
望
が

な
ん
だ
か
を
つ
か
む
の
が
、
大
事
な

こ
と
だ
と
思
う
。

　
B
以
前
は
4
H
C
と
か
、
農
研

ク
ラ
ブ
の
活
動
が
盛
ん
だ
っ
た
が
、

今
は
百
姓
で
お
マ
ン
マ
を
食
う
ん
だ

と
に
う
気
持
ち
が
少
な
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
。
百
姓
は
片
手
間
に
と
い
う
こ

と
で
…
…
。
そ
れ
か
ら
、
農
家
生
活

は
労
働
と
休
息
の
ケ
ジ
メ
が
な
く
て

が
な
く
て
嫌
だ
と
い
う
．

　
司
会
　
機
械
化
で
、
昔
よ
り
は
時

間
に
余
裕
が
出
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す

か
．
　
D
　
し
か
し
、
そ
れ
に
は
す
ぐ
に

生
産
と
か
所
得
を
増
や
す
仕
事
に
む

け
な
け
れ
ぱ
や
っ
て
い
け
な
い
。

　
司
会
　
も
っ
と
生
活
時
間
を
有
効

に
も
レ
う
こ
と
で
は
な
い
で
す
か
。

　
D
青
年
達
が
、
農
業
に
し
ん
け

ん
に
な
れ
な
い
の
は
、
結
局
農
業
が

不
利
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
耕
運
機
が

あ
わ
な
い
の
は
わ
か
っ
て
も
、
テ
レ

ビ
と
同
じ
よ
う
に
隣
も
入
れ
た
か
ら

家
で
も
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の

結
果
は
、
出
稼
ぎ
や
兼
業
で
金
ど
り

と
い
う
こ
と
に
な
る
．

　
B
設
備
投
資
し
て
前
進
的
な
意

欲
の
あ
る
農
家
ぽ
ど
容
易
で
な
い
．

　
司
会
投
資
し
て
も
モ
ウ
カ
ラ
ナ

イ
ん
じ
ゃ
困
る
ね
．

　
ε
　
ま
す
生
産
基
盤
を
整
備
し
て

そ
れ
か
ら
、
米
を
中
心
に
立
地
条
件

を
生
か
し
て
ナ
メ
コ
、
タ
バ
コ
、
ホ

ッ
プ
な
ど
を
つ
く
る
。
そ
う
す
れ
ぱ

機
械
化
も
生
か
さ
れ
て
く
る
。

　
司
会
母
ち
ゃ
ん
農
業
は
ど
う
で

す
か
。

　
F
休
み
を
あ
て
に
し
て
百
姓
を

し
て
い
ま
す
か
ら
、
日
鰍
日
な
ど
は

か
え
っ
て
忙
が
し
い
．
機
屋
へ
行
っ

て
い
る
嫁
さ
ん
な
ん
か
も
同
じ
じ
ゃ

な
い
ん
で
す
か
。

　
司
会
　
休
日
を
き
め
て
は
ど
う
で

す
．
　
B
農
繁
期
に
な
る
と
ダ
メ
で
す

ね
．
　
G
個
六
の
経
営
の
中
で
、
都
合

の
よ
い
と
き
休
め
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
．

　
A
世
閲
の
手
前
で
休
め
な
い
と

い
う
娃
さ
ん
な
ん
か
も
い
る
。
そ
う

い
う
意
昧
で
は
み
ん
な
で
き
め
て
沫

む
こ
と
よ
い
と
思
う
が
…
…
。

　
B
家
畜
の
世
話
か
ら
家
事
、
育

児
と
何
人
前
も
働
い
て
い
る
。
実
家

帰
っ
て
手
足
を
伸
ぱ
し
た
い
と
思
う
’

の
が
せ
め
て
も
の
ね
が
い
で
、
妊
．
娠

中
絶
し
て
も
休
む
聞
も
な
く
働
い
て

い
る
人
さ
え
い
る
。

　
H
母
子
衛
生
の
思
想
が
並
，
及
さ

れ
て
い
る
の
で
、
中
絶
や
避
妊
の
知

【
写
真
は
兼
業
化
に
つ
い
て

　
　
話
し
合
う
出
席
者
た
ち
】

識
は
あ
る
の
だ
が
、
夫
や
周
囲
の
理

解
が
な
け
り
ゃ
ダ
メ
で
す
ね
。

　
B
無
理
解
と
、
休
め
な
い
と
こ

ろ
に
間
題
が
あ
る
。

　
C
婦
人
の
研
究
は
な
か
く
さ

か
ん
だ
が
、
お
や
じ
さ
㌔
の
ほ
う
も

勉
強
し
な
け
れ
ば
…
…
。
そ
れ
か
ら

・
か
っ
て
い
る
の
で
、
不
安
な
の
で
は

な
い
か
．
だ
か
ら
嫁
に
き
た
が
ら
な

い
4

　
司
会
　
中
学
を
出
る
子
ど
も
た
ち

が
、
近
く
へ
就
職
す
る
と
家
の
手
伝

い
を
さ
せ
ら
れ
る
の
で
い
や
だ
と
い

う
子
も
い
ま
す
ね
。

　
G
兼
業
農
家
で
も
、
休
日
に
象

中
み
ん
な
で
百
姓
す
る
の
は
た
の
し

み
で
も
あ
る
．
五
、
六
年
前
ま
で
は

百
姓
し
て
い
れ
ぱ
食
い
っ
ぱ
す
れ
が

な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
マ
ス

コ
ミ
な
ん
か
で
農
業
が
不
利
だ
と
宣

伝
し
た
の
で
、
不
安
に
思
わ
れ
て
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
。

　
A
　
マ
ス
コ
ミ
の
影
響
も
あ
る
だ

ろ
う
が
、
現
実
に
貧
し
い
母
親
た
ち

の
生
活
を
み
て
い
る
の
で
、
親
た
ち

に
し
て
も
こ
の
苦
労
を
さ
せ
た
く
な

い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
す
か
．

　
B
農
家
が
月
給
三
万
円
ぐ
ら
い

の
収
入
を
あ
げ
る
に
は
、
米
百
俵
以

上
売
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
う

す
る
に
は
耕
地
も
必
要
だ
し
、
耕
運

機
も
い
る
し
、
な
か
く
慰
う
よ
う

に
は
い
か
な
い
。

　
司
会
　
月
給
と
り
も
、
実
瞥
的
に

は
そ
れ
ほ
ど
収
入
が
ふ
え
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
、
む
し
ろ
、
農
駅

の
ほ
う
が
生
活
が
安
定
し
て
い
る
ん

じ
ゃ
な
い
で
す
か
．

　
C
他
の
職
業
を
よ
く
知
ら
な
い

で
、
羨
ま
し
が
っ
て
い
る
如
さ
ん
も

兼
業
の
閥
題
だ
が
　
．
、
粟
し
て
い
て
い
る
よ
う
で
す
ね
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

も
百
姓
は
や
め
た
く
な
い
。
娘
さ
ん
，
G
若
い
う
ち
は
機
屋
へ
勤
め
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軌

た
ち
は
、
就
職
し
て
百
姓
か
ら
遠
ざ
一
り
、
都
会
に
出
て
い
く
が
、
年
頃
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
な
る
と
け
っ
こ
う
農
家
へ
嫁
い
で
い

　
　
　
　
　
、

る
．
　
B
テ
レ
ビ
な
ん
か
の
影
響
で
、

な
ん
と
な
く
あ
こ
が
れ
て
い
る
者
も

い
ま
す
ね
。

　
司
会
　
と
に
か
く
農
業
は
あ
わ
な

い
面
も
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
飯
米
は

あ
る
ん
だ
し
、
生
活
の
安
定
感
が
あ

り
ま
す
ね
．
あ
わ
な
い
分
は
安
心
料

？
と
思
え
は
、
農
家
に
も
い
い
と
こ

ろ
が
あ
る
と
思
う
●

　
1
私
の
場
合
、
五
反
百
姓
な
の

で
子
ど
も
は
勤
め
て
お
り
、
将
来
百

姓
す
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
．

　
G
そ
う
い
う
人
た
ち
が
展
地
を

讐
接
葵
さ
れ
る
塁
す
．
憂
の
辺
で
．

一
も
同
じ
だ
。
現
実
を
見
き
わ
め
改
革

．
意
欲
が
ほ
し
い
．

創
　
F
嫁
さ
ん
達
の
労
働
は
、
た
し

か
に
過
重
だ
が
、
苦
し
み
だ
け
で
も

な
い
。
夫
の
理
解
さ
え
あ
れ
ぱ
や
っ

一
て
い
け
る
．

｝
　
B
嫁
さ
ん
達
の
は
り
あ
い
は
、

『
こ
す
か
い
と
か
、
経
営
の
こ
と
に
あ

“一

る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

7
実
家
か
ら
も
ら
っ
て
く
る
よ

り・
う
で
は
ダ
メ
で
す
ね
．

　
司
会
　
現
実
に
は
役
雑
な
問
題
も

あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
妬
人
か
ら
も
積

極
的
に
経
営
の
中
に
と
ぴ
こ
ん
で
も

ら
っ
て
、
こ
こ
を
こ
う
改
暫
し
て
や

万
と
い
う
嚢
で
、
明
る
い
農
家

曙
生
活
を
き
す
い
て
い
き
た
い
も
の
で

一

も
で
て
く
る
。

　
B
蒲
原
の
農
家
で
さ
え
兼
業
し

て
い
る
が
、
農
地
を
荒
し
て
し
ま
う

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
．

　
E
蒲
原
と
は
事
情
が
違
う
．
そ

ん
な
心
配
は
な
い
．
あ
の
辺
は
、
他

産
業
へ
の
就
業
も
容
易
だ
し
、
米
作

中
心
な
の
で
。

　
A
結
論
は
経
済
、
労
働
過
重
、

人
聞
関
係
の
間
題
に
し
ぼ
ら
れ
る
。

経
済
面
で
容
易
で
な
い
こ
と
は
は
っ

き
り
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
政
治
・

の
力
も
必
、
要
だ
。
当
面
は
兼
業
で
所

得
を
増
や
す
こ
と
も
よ
い
。
労
働
過

重
や
、
不
坦
則
だ
と
い
う
こ
と
は
、

お
や
じ
さ
ん
達
か
ら
考
え
て
も
ら
い

た
い
こ
と
で
、
人
間
関
係
に
つ
い
て

一
一
　
出
席
者

一
　
（
順
播
）

講
ノ
川
福
一

醸
鐸
醜
菩

｝
高
野
荘
一

｝
江
口
耕
三

へ
一
鈴
木
佐
＋
郎

＝
一
自
黒
犯
助

二
．
樋
口
虎
次
郎

斉
藤
大
繋

…
司
会

一
．
石
沢
藤
栄

「
『

中
里
速
合
脊
年
会

中
里
迎
合
婦
人
会

同田
沢
地
区
婦
人
会

役
場
産
業
建
設
課

中
里
農
協

倉
俣
農
協

中
部
農
改
普
及
所
一

岡
　
　
㎜

巾
里
村
公
器
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
｝

公
民
舘
副
舘
長
㎜

（
又
責
・
公
民
舘
）
…


